














































































あるいは、 14世紀後半に作られた E写本の見返し紙に fマルコ・ムスロJ と
















うな古註を r~\ くつかの写本の 1=11 に散在
し混乱していたものを集めて技意深く修
正したjと記している。
11.現時点からみたこの本の価値:アルドとムゥスゥロスによるこの初版本は、
その後3世紀にわたってアリストアァネス刊本の範となった。 18世紀末以[峰、
アルドには使われなかった最古最良のラヴェンナ写本を全面的に採入れた校訂
版が出され、さらに古代のパピルス断片や近世の写本の発見もあって本文古註
伝承の解明が進んだために、 20世紀後半以来、このアルド版をそれ以前ほど
には高く評価しない見方も出ている。しかし、西欧諸国の連携によって文献学
(29) 
の成果に基づく系統的な『アリストアァネス古註集成~ 18巻が50年
近い年月をかけて刊行される今日 (2007年6月完結)、あらためてアルドの
初!坂本の良さが見産されてもいる。編纂者ムゥスゥロスが、先学の説を批判的
に受継ぎながら註釈をしているところ、 1*1立にI:ljされた{I釦王とそれに
本の読みとを組合わせて第三の読みを提案しているところ、現存写本の中には
ない良い読みを記しているところも少なからず指摘されており、この意味でも
アルド版には、ルネッサンス期の諸写本と同等の評1ilが与えられてよいで、あろ
う。一口に「写本から印JIDJ本へJというが、 15世紀はもちろん 16世紀におい
ても、写本とi弔問本は並存していた。現に)1とに挙げた S写本はアルドの同時
代の同業者が制作したものであり、また、ムゥスゥロスが使った写本のーっと
推定されるし写本は、一部分が欠けていてその欠けた部分は後からアルド刊
本を写して補つである。ムゥスゥロス自身が筆写した、異るジャン)!--の古典作
品の写本も多数現存する。写本と初期刊本との!習の流れは双方向的だったので
あり、アリストアァネス・アルド}恨の、写本と並ぶ重要な地位は今後も保たれ
てゆくと考えられる。
付記:今回、準備の打合せや会場や懇親会のn誌が交読の場となって、私には、洋の東問、
古典研究が共通の問題をもっているという印象を得られたことも婚しかったのですが、
同時に、 i字国古典とギリシア古典とが大きく異ると思われる面について多くの示1立をい
ただいたのはたいそう有難いことでした。喜劇!というジャンルが文化伝承において占め
る{立霞のちがい、写本と干iJ本とが双方向的に共存していたルネッサンス期の状況と l:j'![盟
古典の状況、「富jの刊本と「民」の写本という分け15は可能かどうか、ギリシアの古典が
2千年後に奥隠人との共同作業で初めて活字になった西洋と、それより活か以前から自
国の古典を自留で印行していた中国と・・・等々。このような機会をj手えて下さった中
国文化学会の皆様に、あらためて厚くお礼申しあげます。 (2008年3月・指1I::J*)
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